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第２回船上山少年自然の家・大山青年の家 運営委員会の概要について 

家庭・地域教育課 

 

１ 日 時 

  （船上山少年自然の家運営委員会）７月２４日（水）１３：３０～１５：３０ 

  （大山青年の家運営委員会）   ７月１９日（金）１０：００～１２：００ 

 

 

２ 概 要 

   前回の宿題事項の確認及び回答を行った後、今後の検討課題（施設の運営体制・事業内容・

民間の力の活用・利用料金）と対応策について協議を行った。 

 

〈船上山少年自然の家運営委員会での主な意見〉 

（１）施設の運営体制 

・セカンドスクール的な位置づけをするのであれば、コスト面を考慮することには違和感があ

る。 

・みんなが使いたい時期は今でも予約でいっぱいであり、指定管理者制度を導入しても状況が

変わるとは思えない。指定管理者制度のメリット・デメリットを分析してもあまり意味はな

く、施設の目的は何か、ということを考えるべきである。 

・船上山少年自然の家で様々な経験をした教員が学校現場に戻り、すばらしい学校経営をして

いる。これも直営ならではのことではないか。 

 

（２）事業内容 

  ・施設の目的を明確にすることが必要。広く利用してもらうことだけを考えていると、レジャ

ー施設になってしまう。 

  ・教育センターとも連携してプログラムを開発してはどうか。 

 

（３）民間の力の活用 

  ・教育は直営であるべきと考える。民間に習えというが、何を習うのか。 

 

（４）利用料金 

  ・県内者と県外者で料金を区別する必要はないのではないか。県外者に鳥取県のことを知って

いただきたい。 

  ・「青年」区分での利用者が少ないのであれば、「青年」という料金区分を廃止してもいいので

はないか。 
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〈大山青年の家運営委員会での主な意見〉 

（１）施設の運営体制 

・教育に関わることに指定管理者制度を考えることは問題が大きい。コスト面だけで考えては

いけない。 

・指導に当たる職員にとって、大山青年の家での経験は学校現場に帰ってから非常に役に立つ

と思われ、現体制の方がいい。 

・目標（指標）が数値化できない業界（教育）なので、指定管理者制度導入の判断が難しい。

中途半端な委託にすると逆効果になるのではないか。 

  ・提供する内容（質）と経費とのバランスを考え、現体制でどのように質的バランスを目指す

のかという視点で進めた方がいい。 

 

（２）事業内容 

  ・運営委員会を常設とし、外部と連携を図りながら、社会情勢に即した内容を継続的に検討し

ていくことが重要である。 

  ・不登校対策の機能を持たせたらどうか。 

  ・不登校生徒やシングルファーザー・シングルマザーのため、一般的な親子体験ができない子

ども達にも体験できる場を提供することが必要ではないか。 

  ・親力アップのプログラムを考えてはどうか。 

 

（３）民間の力の活用 

  ・事業ごとに個別に検討すべき。 

  ・連携、共催といった形で、大山青年の家の職員も関わることが重要。 

 

（４）利用料金 

  ・県内者と県外者で料金を区別する必要はない。県外者に鳥取県どんどん来ていただきたい。 

  ・施設設置の経緯を踏まえると、「青年」区分の料金は残しておいた方がいいし、施設の名称

も「大山青年の家」のままでいい。 

 

 

３ 今後の予定 

・９月（予定）に第３回委員会を開催し、委員会としての意見をとりまとめる。 
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【参考】委員の構成 

氏名 役職等 氏名 役職等

川口　有美子
〈委員長〉

鳥取環境大学環境学部環境学科講師
藤田　耕一
〈委員長〉

島根大学教育学部附属教育支援センター准教授

高橋　義博 倉吉市子ども会育成連絡協議会長 西林　いずみ 県子ども会育成連絡協議会理事（米子市）

重信　眞也 三朝南小学校長（東伯郡小学校長会） 森谷　哲郎 南部町立会見小学校長（西伯郡小学校長会）

小谷　次雄 県公民館連合会長 前田　義機
青少年育成鳥取県民会議委員
（青少年育成推進指導員（大山町））

上田　啓悟 赤碕ダイハツ有限会社　専務 伊澤　大介 有限会社森の国　社長

川部　　洋 ＮＰＯ法人明倫ＮＥＸＴ１００　理事長 秦野　博行
一般社団法人米子青年会議所
まちづくり青少年委員会委員長

桑本　圭二 一般財団法人倉吉市教育振興事業団　理事長 杉原　弘一郎 一般財団法人米子市文化財団　理事長

小林　克美 琴浦町教育委員会教育長 山根　　浩 大山町教育委員会教育長

船上山少年自然の家運営委員会 大山青年の家運営委員会

 
7 月 24 欠席：高橋委員、小林委員              7 月 19 日欠席：森谷委員、山根委員 
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